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都のはずれで出土した舶来品

平城京左京九条三坊十一 ･十二坪 奈良市東九条町

調査の概要 調査地は､奈良時代の平城京条坊

復元では左京九条三坊十一 ･十二坪にあた ります｡
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これ らの坪の南北方向の中軸上には､東堀河とい

う運河が掘削されていたことが周辺の調査などか

ら明らかになっています｡

調査の結果､以下のことがわかりました｡

① 十一 ･十二坪の問の東西道路である九条条間

南小路を確認しました｡道の両端に掘られている

側溝の中心間の距離は約7.1mあります｡

② 十一坪と十四坪の間の南北道路の東三坊坊間

東小路を確認しました｡正確な道幅は分か りませ

んが､九条条間南小路と同規模だとおもわれます｡

③ 九条条間南小路と東三坊坊間路東小路の交差

点を確認しました｡東西道路の側溝が南北道路を

横切っていることから､主要な排水は東西道路の

側溝に流され､東堀河に集められたのでしょうO
.LI LE

これ らの溝か ら水辺のお祭 りで使われた土馬､
じんめんぼくしょ ど き

人面墨書土器､ミニチュア土器が出土しました｡

④ 十一坪では､内側に道路側溝に沿った溝が掘
-ノいじ

られています｡ この溝は､位置的には間に築地が

あった可能性があり､雨落溝と考えられます｡調
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調査位置図 1/10,0(刀

査範囲内では建物の跡はありませんでした｡

(9 十二坪では､ひとつの坪を1/24に分割 して

いる小規模な宅地を確認しています｡柱穴と思わ

れる穴が多数みつかっていますが､そのうち建物

としてまとまるのは5棟分です｡南端で検出した
こトさし

ものは庇がつく大きめのものでしたが､他は建物

面積が20n封こ満たない小規模なものですO

この地は都の中心である平城宮からも遠くはな

れ､周辺の調査でも今回の十二坪で確認されたよ

うな細分化された宅地と小規模な建物がみつかっ

ており､あまり身分の高い人々の居住域ではなか

ったようです｡
し･~.ざ

今回の調査では九条条間南小路の側溝から新羅
ど さ

⊥器という朝鮮半島か らもたらされた土器が出土

しました｡なぜこのような場所で珍しい舶来の十

器が出土したので しょうか｡新羅土器は十一坪側

の側溝から出⊥していますが､この坪は築地が巡

る可能作があ り､坪の縁辺部で建物がないなど､

遺構のありかたが周辺の様子とは少し違っている

ようで､特別な使われ方をしていたのかもしれま

せん｡

発掘区遺構平面図 1/600



新羅土器につ いて 平城京の発掘調査で最 も

多く出土する遺物は土器です｡その中に､まれに

海外か らもたらされたものがみられます｡ ここで

は､近年､平城京跡の発掘調査で出土 した統一新

羅 (676-935)からもたらされた土器について
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紹介したいと思います｡新羅土器の特徴のひとつ

は､土器の表面に文様が施されていることで､
いんかもん
｢印花文土器｣ともよばれます｡この印花文土器

は6世紀後半か ら9世紀前葉までつ くられていた

土器で､粘土で土器の形をつくり､土器の表面が

軟らかいうちに数種類のスタンプ原体を押し付け

て施文し､乾燥させた後に焼成された土器です｡

平城京 出土の新羅土器 1は左京九条三坊九

条条間南小路の北側溝から出土したものです｡壷

の休部から底部にかけての破片で､上部の文様は

U字のような形を縦に連続させた文様です｡下段

の文様は多花弁文もしくは列点円文 とよばれる文

様だと思われますが､文様の形がかな りくずれて

きています｡ このことから､新羅土器としては比

較的時期の新しい8世紀後半から9世紀前葉の土

器ではないかと思われます｡

2は平城京左京五条四坊十坪の四坊坊間路東側

溝から出土したもので､壷の肩部であろうと思わ

れます｡菱形を組み合わせたような文様と横長連

続文等の文様がみられます｡

3は参考資料としてあげましたO左京八条三坊

の棄市跡推定地の東堀河か ら出上した土器です｡

外面全体に灰緑色の自然粕がかかり､2条1組み

の凹線によって文様帯をわけ､上段は直線文と円

弧文､中段には三角形を組み合わせた文様が施さ

れています｡下段にも文様があるようですが残り

が悪く､よく分 りません｡休部には方形の把手が

付けられていますが､1対か 2対かはわかりませ

ん｡この土器については日本産の土器にはみられ

ない文様等があり､海外か らもたらされた土器で

ある可能性が高いと思われますが､形態や文様構

成などからみて先の2例のような新羅産の土器で

ない可能性があります｡

まとめ 宮部関係の遺跡から出土している新羅

土器には装飾が施された長頭壷が多く､また､緑
りよ<ゆ/Jとうき

色の柚薬をかけた緑紬陶器もあります｡これらは,

新羅か ら日本への交易の際の何らか容器として運

ばれてきたか､新羅か ら日本への貢ぎ物としての

役割を果たしたものとも考えられています｡また､

新羅に派遣された日本の使節によって持ち帰 られ

た土器もあると思われます｡これらの新羅土器は､

当時の 日本と新羅の交流の一端を垣間見せて くれ

る貴電な資料ということができるでしょう｡
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